
１　問題用紙は監
かん

督
とく

者
しゃ

の指示があるまで開いてはいけません。

２　�開始のチャイムが鳴ったら、最初に問題用紙と解答用紙に受験番号と氏名を�

記入してください。

３　答はすべて、解答用紙に記入してください。

123（１）（２）456（２）（３）の解答らんには、答のみ記入して
ください。

3（３）6（１）の解答らんには、答のみでもよいです。ただし、答を出すま
での計算や図、考え方がかいてあれば、部分点をつけることがあります。

４　問題用紙の余
よ

白
はく

は自由に使ってよいです。

５　円周率は３.１４とします。

６　問題は１ページから１２ページまであります。
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　次の計算をしなさい。

（１）　２０－３×４＋１－９６÷８÷２

（２）　２９×１.３４＋２.９×８.２－０.２９×１６

（３）　｛１.１２５×３１３－（４－１４）÷１.８｝×（３３４＋３３５）

１
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このページは空白です。計算および下書きに使用してもかまいません。
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　次の問に答えなさい。

（１）　　より大きく　より小さい分数で、分母が３６の既
き

約
やく

分数は全部で何個ありますか。

（２）　ある本を１日１０ページずつ読む予定でしたが、１日に１２ページずつ読んだので、
予定よりちょうど４日早く読み終わりました。この本のページ数は何ページですか。

（３）　６人で働くと２４日かかる仕事があります。この仕事を１０人で始めましたが、
７日目から人数を増やしたところ、全部で１２日で終わらせることができました。
７日目から何人増やしましたか。

（４）　ある商品に、原価の２割の利益を見
み こ

込んで定価をつけましたが、売れないので定
価の５０円引きで売ったところ、６０円の利益がありました。この商品の原価はいく
らですか。

（５）　１４００m離
はな

れたＰ，Ｑ地点をＡさんとＢさんがＰ地点から同時に出発し、Ａさん
は分速８０m、Ｂさんは分速６０mで何回も往復します。ＡさんとＢさんが１回目に
出会う地点と２回目に出会う地点は何m離れていますか。

２
３
４

８
９
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このページは空白です。計算および下書きに使用してもかまいません。
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　はじめ、容器Ａには濃
のう

度
ど

２０％の食塩水が１００g、容器Ｂには濃度４％の食塩水が
たくさん入っています。次の操作を繰

く

り返し、容器Ａの食塩水の濃度の変化を調べま
した。

【操作】
　容器Ａの食塩水４０gを取って捨て、容器Ｂの食塩水４０gを容器Ａに入れてよくか
き混ぜる。

　このとき、次の問に答えなさい。

（１）　１回目の操作をした後、容器Ａの食塩水の濃度は何％になりましたか。

（２）　２回目の操作をした後、容器Ａの食塩水の濃度は何％になりましたか。

（３）　容器Ａの食塩水の濃度がはじめて６％以下になったのは、何回目の操作をした後
ですか。

３
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このページは空白です。計算および下書きに使用してもかまいません。
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　図のような四角形ＡＢＣＤがあります。点ＰはＡを出発して辺ＡＤ上を、点ＱはＢを
出発して辺ＢＣ上を、同じ速さで何回も往復します。点Ｐが動きはじめてから１秒後
に点Ｑが動きはじめ、点Ｐが動きはじめてから３０秒後に同時に止まります。グラフ
は、点Ｐが動きはじめてからの時間と、ＡＰの長さ、ＢＱの長さとの関係をそれぞれ表
しています。
　このとき、次の問に答えなさい。

４

【図】

【グラフ】

Ａ Ｐ

Ｂ Ｑ Ｃ
（ＡＤとＢＣは平行）

Ｄ

５cm

４cm

（cm）
１０

５

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０（秒）
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（１）　点Ｐが動きはじめてから４秒後の四角形ＡＢＱＰの面積は何 cm2 ですか。

（２）　四角形ＡＢＱＰの面積が最大になるのは、点Ｐが動きはじめてから何秒後ですか。
また、そのときの面積は何 cm2 ですか。

（３）　四角形ＡＢＱＰがひし形になることが何回かあります。それらは、点Ｐが動きはじ
めてから何秒後ですか。単位をつけてすべて答えなさい。
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　【図１】のようなマス目があります。また、【図２】ように、各マス目をＡ，Ｂ，Ｃ，
Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ，Ｉの記号で表すことにします。

５

　各マス目に１以上９以下の異なる整数を１つずつ書き込
こ

みます。ただし、次の２つ
の条件①，②を両方満たすように書き込みます。

条件①：�Ｃ，Ｆ，Ｉのように横一列に並んだマス目に整数を書き込む場合、１番右の
マス目に最大の整数を書き込み、一番左のマス目に最小の整数を書き込む。

条件②：�Ｃ，Ｂ，Ａのように縦
たて

一列に並んだマス目に整数を書き込む場合、１番上の
マス目に最大の整数を書き込み、一番下のマス目に最小の整数を書き込む。

　このとき、次の問に答えなさい。

（１）　次の文の（ ア ）～（ ウ ）にあてはまる数はそれぞれいくつですか。

　Ａに書き込める整数は（ ア ）だけで、Ｉに書き込める整数は（ イ ）だけです。
また、Ｅに書き込める最大の整数は（ ウ ）です。

【図１】 【図２】

Ｃ Ｆ Ｉ

Ｂ Ｅ Ｈ

Ａ Ｄ Ｇ
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（２）　次の文の（ エ ）～（ キ ）にあてはまる数はそれぞれいくつですか。

　下の【図３】、【図４】、【図５】のように整数を書き込んだとき、残りのマス目すべ
てに整数を書き込む方法は、【図３】では（ エ ）通り、【図４】では（ オ ）通り、
【図５】では（ カ ）通りあります。また、【図３】、【図４】、【図５】を利用して考え
ると、Ｅに４を書き込んだとき、残りのマス目に整数を書き込む方法は全部で（ キ ）
通りあります。

（３）　次の文の（ ク ）、（ ケ ）にあてはまる数はそれぞれいくつですか。

　Ｅに６を書き込んだとき、残りのマス目に整数を書き込む方法は全部で（ ク ）通
りあります。また、条件①，②を両方満たすように整数を書き込む方法は、全部で
（ ケ ）通りあります。

【図３】

７

２ ４

【図４】

６

２ ４

【図５】

５

２ ４
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　【図１】のように底面の半径が１０cm、高さが４０cmの円柱を半分にした容器が水
平な床

ゆか

に置いてあります。【図１】のように水が入っているとき、次の問に答えなさ
い。ただし、容器の厚みは考えないものとします。

６

（１）　この容器に入っている水の量は何 cm3 ですか。

（２）　この容器を半円の部分を底にして水平な床に立てたとき、底面から水面までの高
さは何 cmになりますか。小数第２位を四捨五入して、小数第１位まで求めなさい。

【図１】

４５°

１０cm
４０cm
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（３）　容器の中の水の量を減らし、【図２】のように、容器を傾
かたむ

けて水平な床に置きまし
た。このとき、水の深さは最も深いところで何 cmになりますか。

問題はここまでです。

【図２】

３０°

３０°


